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つ な ん じ か ん

心をひとつに　みんなで応援

４年に一度のスポーツの祭典

リオデジャネイロ・オリンピックの開催地

ブラジルと日本の時差は約 12 時間あります

８月７日早朝、日本代表としてウエイトリフティング

( 重量挙げ )48 キロ級に出場している三宅宏実選手を

中継を見ながらみんなで応援しようという企画

パブリックビューイングが行われました

会場となったニュー・グリーンピア津南は

ウエイトリフティング日本代表チームが

よく強化合宿に訪れる場所です

朝日が差し込む会場では

2020 年の東京オリンピックを見据えた

次世代のエースたちと町民が一丸となって

地球の反対側めがけて大声援を送っていました

三宅選手 銅メダルおめでとうございます！ 

あなたも第二の三宅宏実選手や

八木かなえ選手を目指してみませんか？！
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見て・知って・得をする かわらばん
つなんまちかどスケッチ
みんなで編集会議、地域おこし協力隊だより
病院歳時記、年金コーナー、100 日運動、議会コーナー
ライブラリーコーナー、ペンリレー
つなんの文芸
こんにちは地域包括支援センターです
は〜い保健師で〜す、健康づくりア・ラ・カルト
いきいき大好き津南町
Ｔａｐでいこう！・津南石造物散歩
農業委員会の窓
あどあど通信・ジオサイトを探検し隊！
なじょもん通信・戸籍の窓・広報編集室・津南町の人口

regulars

広報つなん
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まちかど特別編
津南まつり
ひまわりＷＤ
町水泳大会結果

features

町では津南音声訳の会さんに広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、
詳しくは総務課（℡765-3112）までお問い合わせください。
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①ツリークライミング②５cm の綱渡りスラックラインに浴衣で挑戦

③ステージイベントに参加して豪華賞品をゲット④十日町・津南で活

躍するダンスグループ DSS ⑤ラムネ早飲み競争⑥つなん火焔太鼓⑦中

等生もゴミの分別のお手伝い⑧民踊流し先導は秋山太鼓⑨竜神太鼓⑩

錯覚ダンス⑪津南を盛り上げるＳ５６⑫最後は音楽とあわせて打ち上

げるシンフォニー花火
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笑
顔
咲
く

第
37
回

津
南
ま
つ
り

7/23



5 広報 平成28年８月号

⑬この日のためにいっぱい練習してきました⑭ベールダウン⑮新婦か

ら両親への手紙⑯参列者から祝福される二人⑰満開のひまわり⑱風船

を飛ばして⑲新郎新婦を見つめる学生⑳学生の笑顔がお出迎え㉑会場

も学生たちが手作りします㉒ひまわりよりもまぶしい笑顔㉓スタッフ

集合写真
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14
学
生
が
本
物
の

結
婚
式
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

ひ
ま
わ
り

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

7/31



広報 6平成28年８月号

か
わ
ら
ば
ん

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

暮らしの
情報満載

　

津
南
町
、
十
日
町
市
の
小
中
学
生
制
作
に
よ

る
発
明
工
夫
、
模
型
作
品
、
標
本
等
の
展
示
が

行
わ
れ
ま
す
。
昨
年
度
は
１
，
０
０
０
点
以
上

の
作
品
が
集
ま
り
、
参
観
者
数
も
４
，
５
０
０

人
を
超
え
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
成

果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

９
月
10
日
㈯
～
12
日
㈪

■
時
間　

午
前
９
時
半
～
午
後
５
時

　
　
　
　

※
最
終
日
の
み
正
午
ま
で

■
会
場　

十
日
町
市
ク
ロ
ス
10

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
市
立
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー

　

℡
７
５
２
‐
４
６
３
２

　

新
潟
地
方
法
務
局
及
び
新
潟
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
９
月
５
日
㈪
か
ら
11
日
㈰
ま

で
を
「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権
あ
ん
し
ん
相

談
」
強
化
週
間
と
し
て
、
法
務
局
職
員
ま
た
は

　

津
南
町
で
は
特
定
不
妊
治
療
を
行
う
か
た
に
、

費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
該
当
す
る
か

た
は
左
記
を
参
照
し
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
助
成
回
数

①
治
療
期
間
の
初
日
に
お
け
る
妻
の
年
齢
が
40

歳
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
43
歳
に
な
る
ま
で

通
算
助
成
回
数
は
６
回
ま
で
。

②
治
療
期
間
の
初
日
に
お
け
る
妻
の
年
齢
が
40

歳
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
通
算
助
成
回
数
は

３
回
ま
で
。　

　

新
潟
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
９
月

10
日
㈯
、
11
日
㈰
の
２
日
間
を
、
全
県
「
子
ど

も
の
人
権
相
談
日
」
と
し
て
、
人
権
擁
護
委
員

が
子
ど
も
の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
事
前
予
約
の
必
要
は
な
く
，
秘
密
は
厳

郡
市
発
明
工
夫
模
型
展
・

　

生
物
標
本
展

「
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

あ
ん
し
ん
相
談
」電
話
相
談

に
つ
い
て

特
定
不
妊
治
療
費
用

助
成
事
業
に
つ
い
て

「
子
ど
も
の
人
権
相
談
日
」

（
電
話
相
談
）の
実
施
に
つ
い
て

守
さ
れ
ま
す
。

■
相
談
内
容

　

い
じ
め
・
体
罰
・
虐
待
な
ど
広
く
子
ど
も
の

人
権
に
関
す
る
こ
と

■
電
話
番
号　

０
１
２
０
‐
０
０
７
‐
１
１
０

（
全
国
共
通
・
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
接
続
で
き
ま
せ
ん
。

■
開
催
日
時　

９
月
10
日
㈯
・
９
月
11
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
２
５
７
５

■
助
成
額　

全
額
助
成
（
入
院
費
、
食
事
代
、

文
書
料
及
び
消
費
税
は
対
象
外
）

■
申
請
手
続
き　

治
療
終
了
後
必
要
書
類
を
福

祉
保
健
課
健
康
班
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

新
潟
県
が
実
施
す
る
不
妊
に
悩
む

か
た
へ
の
特
別
支
援
事
業
と
の
併
用
も
可
能
で

す
。
併
用
す
る
場
合
は
県
の
助
成
事
業
を
優
先

し
、
県
の
助
成
額
を
控
除
し
た
額
を
対
象
と
し

ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

こころの健康相談のお知らせ
　最近、急に気分が落ち込む、不
安で落ち着かない、夜眠れない、
人に会うのがおっくうだ、家に閉
じこもり気味など、毎日の生活の
中での混乱や不安があるかた、及
びご家族の相談に応じます。
　事前に予約が必要ですので、電
話でお申し込みください。なお、
時間を指定させていただきますの
で御了承ください。また、定員が
ありますのでお早めに申し込みく
ださい。
■相談日時　9 月 7 日 ㈬
　　　　　　午後 2 時〜 4 時
■場　　所　津南町役場　3 階
　　　　　　第 2 委員会室
■相談医師　中条第二病院　　　
　　　　　　須賀医師
■申込〆切　９月５日㈪
　※定員に達しだい〆切とさせて頂きます

■問い合わせ先
　津南町役場福祉保健課健康班
　℡ 765 ‐ 3114

人
権
擁
護
委
員
が
、
高
齢
者
・
障
害
者
の
人
権

問
題
に
関
す
る
電
話
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

平
日
は
受
付
時
間
を
延
長
し
、
土
・
日
曜
日
も

相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
の
事
前
予
約
は
必
要
な
く
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

■
相
談
内
容

　

高
齢
者
や
障
害
者
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
に

関
す
る
こ
と

■
電
話
番
号

　

℡
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
１
１
０

　

（
全
国
共
通
人
権
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
）

■
相
談
時
間

　

９
月
５
日
㈪
～ 

９
月
９
日
㈮

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　

９
月
10
日
㈯
・
９
月
11
日
㈰

　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

　

℡
０
２
５
‐
７
５
２
‐
２
５
７
５



7 広報 平成28年８月号

■
期
日　

９
月
11
日
㈰

■
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
会
場　

越
後
妻
有
交
流
館
キ
ナ
ー
レ

※
臨
時
駐
車
場
と
し
て
、
立
正
佼
成
会
十
日
町

教
会
様
の
駐
車
場
を
利
用
で
き
ま
す
。

■
内
容　

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
風
船
コ
ー
ナ
ー
、

ミ
ニ
消
防
車
、
か
き
氷
、
園
児
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
、
消
火
器
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
起
震
車
、
降
雨

体
験
な
ど
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部
予
防
課

　

℡
０
２
５
‐
７
５
７
‐
１
５
５
７

■
応
募
条
件

　

①
種
類
は
問
わ
な
い
が
、
き
の
こ
を
１
種
類

以
上
使
用
す
る
②
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
り
、
他
へ

の
応
募
や
公
表
が
さ
れ
て
い
な
い
③
誰
で
も
作

れ
る
「
簡
単
」
な
レ
シ
ピ
で
あ
る
。

■
応
募
方
法

　

専
用
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載
の
上
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
メ
ー
ル
で
も
応
募
可
）

■
締
め
切
り

　

平
成
28
年
10
月
31
日
㈪
（
当
日
消
印
有
効
）

■
そ
の
他

　

応
募
用
紙
は
Ｈ
Ｐ
又
は
南
魚
沼
地
域
振
興
局

林
業
振
興
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

厳
正
な
る
審
査
の
上
、
最
優
秀
賞
（
５
万
円

分
の
旅
行
券
）
他
、
受
賞
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

〒
９
４
９
‐
６
６
８
０　

南
魚
沼
市
六
日
町

９
６
０　

魚
沼
き
の
こ
・
山
菜
振
興
協
議
会（
林

業
振
興
課
内
）

　

℡
０
２
５
‐
７
７
２
‐
８
２
６
６

　

今
年
度
第
１
回
目
の
「
津
南
・
北
野
大
塾
」

を
開
講
し
ま
す
。

　

北
野
塾
長
、
及
川
副
塾
長
に
よ
る
講
演
の
ほ

か
、
メ
イ
ン
に
講
師
と
し
て
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル

㈱
文
化
広
報
顧
問
の
端
田　

晶
さ
ん
、
サ
ッ
ポ

ロ
ビ
ー
ル
㈱
新
潟
統
括
社
長
の
浪
間　

進
さ
ん

か
ら
お
出
で
い
た
だ
き
、
ビ
ー
ル
の
講
演
と
実

演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
外
ど
な
た
で
も
入
場
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
出
で
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

９
月
３
日
㈯

　
　
　
　

午
後
５
時
～　
　
　

講
演

　
　
　
　

午
後
６
時
～　
　
　

実
演

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～　

懇
親
会

　
「
広
域
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
は
、

県
内
を
７
つ
の
圏
域
に
分
け
た
広
域
圏
が
対
象

の
「
圏
域
計
画
」
と
、
広
域
圏
に
含
ま
れ
る
各

都
市
計
画
区
域
が
対
象
の
「
都
市
計
画
区
域
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
構
成
す
る
、
広
域
的
な
都

市
づ
く
り
の
方
針
を
示
す
も
の
で
す
。

　

津
南
町
を
含
む
、
魚
沼
圏
域
の
広
域
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
説
明
会
と
公
聴
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時　

●
素
案
説
明
会　

９
月
１
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

　
　
　
　

●
公
聴
会　
　
　

10
月
５
日
㈬

　
　
　
　
　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

■
場
所

　

●
素
案
説
明
会

　
　

十
日
町
情
報
館　

視
聴
覚
ホ
ー
ル

　

●
公
聴
会

　
　

南
魚
沼
市
ふ
れ
愛
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

■
素
案
の
縦
覧　

８
月
30
日
～
９
月
15
日
（
土

日
を
除
く
、午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

■
公
述
人
資
格

　

津
南
町
の
住
民
及
び
利
害
関
係
人

■
公
述
申
出
方
法

　

意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由
並
び
に
氏
名
、住

第
27
回
消
防
ひ
ろ
ば

「
き
の
こ
簡
単
！
ア
イ
デ
ア

レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」開
催
中

平
成
28
年　

第
１
回

津
南
・
北
野
大
塾
の
ご
案
内

広
域
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

素
案
説
明
会
・
公
聴
会
の
開
催
の

お
知
ら
せ

所
及
び
電
話
番
号
を
記
載
し
た
新
潟
県
知
事
宛

の
書
面
を
公
述
申
出
先
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
公
述
申
出
期
限　

９
月
15
日
㈭

■
縦
覧
場
所
及
び
公
述
申
出
先

・
新
潟
県
十
日
町
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部
計

画
調
整
課　

十
日
町
市
妻
有
町
西
２
丁
目
１

番
地

・
津
南
町
役
場
建
設
課　

津
南
町
大
字
下
船
渡

戊
５
８
５
番
地

■
開
催
の
有
無　

公
述
の
申
出
が
な
い
場
合
、

公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
は
、
県

庁
都
市
政
策
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

新
潟
県
都
市
政
策
課　

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
４
２
９

■
会
場　

竜
ヶ
窪
温
泉　

竜
神
の
館

　

講
演
会
終
了
後
、
同
会
場
に
お
い
て
講
師

の
方
々
と
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。（
会
費
３
，

０
０
０
円
）
懇
親
会
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

は
８
月
31
日
㈬
ま
で
に
北
野
塾
実
行
委
員
会

（
竜
ヶ
窪
温
泉
）
℡
７
６
５
‐
５
８
８
８
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

な
お
送
迎
バ
ス
が
役
場
か
ら
４
時
30
分
に
出

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

Ｅ
メ
ー
ル　

info@
uonum

akinoko.jp

　

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、「
魚

沼
き
の
こ
」で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

９月11日は「警察相談の日」
「警察の  相談ダイヤル  ＃ 9110」

　新潟県警では、事件事故のほか困りごとや悩みごと
など、どこに相談して良いかわからない相談に応じて
います。相談は無料・秘密厳守ですので、お気軽に相
談ください。

・けいさつ相談室　　　「＃９１１０」または
　　　　　　　　　　　「０２５－２８３－９１１０」
・女性被害１１０番　　「０２５－２８１－７８９０」
・十日町警察署相談室　「０２５－７５２－０１１０」
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こ
の
大
会
に
向
け
て
練
習
し
て
き
た
１
１
９

名
一
人
一
人
の
頑
張
り
が
発
揮
さ
れ
た
大
会
で

し
た
。入
賞
者
の
内
、各
種
目
上
位
３
位
を
掲
載

し
ま
す
。お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（　

）は
学
校
名
、敬
称
略
、新
は
、大
会
新
記
録

■
５
年
生
女
子

50
ｍ
自
由
形
①
石
田
彩
夏（
芦
ヶ
崎
）②
村
山

晏（
津
南
）③
山
本
心
里（
上
郷
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
八
重
沢
歩
未（
上
郷
）②
鈴
木

未
羽（
津
南
）③
村
山　

晏（
津
南
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
樋
口
実
夏（
津
南
）②
髙
波
夏

生（
津
南
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
新
①
中
島　

杏（
上
郷
）②

樋
口
実
夏（
津
南
）

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
新
①
中
島　

杏（
上
郷
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
滝
沢
栞
奈（
芦
ヶ
崎
）②
桑
原

早
智（
津
南
）③
髙
波
夏
生（
津
南
）

第
48
回
津
南
町
小
学
校  

親
善
水
泳
大
会
結
果

（
７
月
27
日
開
催
　
会
場

：

津
南
小
学
校
）

■
５
年
生
男
子

50
ｍ
自
由
形
①
村
山　

輝（
津
南
）②
滝
澤
娃

斗（
芦
ヶ
崎
）③
保
坂
航
平（
上
郷
）

100
ｍ
自
由
形
①
桑
原　

堅（
津
南
）②
鈴
木
珠

愛（
津
南
）③
石
沢
郁
人（
上
郷
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
桑
原　

堅（
津
南
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
①
中
澤
拓
斗（
津
南
）②
鈴
木
珠

愛（
津
南
）③
保
坂
航
平（
上
郷
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
村
山　

輝（
津
南
）②
岡
村
瀬

太（
津
南
）③
小
野
塚
涼
平（
津
南
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
中
澤
拓
斗（
津
南
）

■
６
年
生
女
子

50
ｍ
自
由
形
新
①
滝
沢
来
実（
芦
ヶ
崎
）②
滝

沢
円
香（
芦
ヶ
崎
）③
大
塚
美
恵（
芦
ヶ
崎
）

100
ｍ
自
由
形
①
宮
﨑
蕗
子（
芦
ヶ
崎
）②
滝
沢

夏
海（
芦
ヶ
崎
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
①
滝
沢
来
実（
芦
ヶ
崎
）②
中
島

ひ
な
子（
芦
ヶ
崎
）③
中
島
由
菜（
上
郷
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
新
①
名
地　

奏（
津
南
）②
小
野

塚
萌（
津
南
）③
和
久
井
真
申（
津
南
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
宮
﨑
蕗
子（
芦
ヶ
崎
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
滝
沢
夏
海（
芦
ヶ
崎
）②
田
中

千
智（
津
南
）③
中
島
由
菜（
上
郷
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
新
①
名
地　

奏（
津
南
）

200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
） ①
芦

ヶ
崎
Ａ
②
津
南
Ａ
③
上
郷

200
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）①
芦
ヶ

崎
Ａ
②
津
南
Ａ
③
芦
ヶ
崎
Ｂ

■
６
年
生
男
子

50
ｍ
自
由
形
①
島
田　

歩（
上
郷
）②
津
端
一

徹（
津
南
）③
藤
木
陽
滉（
芦
ヶ
崎
）

100
ｍ
自
由
形
①
宮
崎
太
郎（
津
南
）②
半
戸
宝

良（
芦
ヶ
崎
）③
中
島
悠
人（
上
郷
）

50
ｍ
平
泳
ぎ
新
①
井
ノ
川
純
平（
津
南
）②
涌

井
魁
吏（
津
南
）③
風
巻
竜
英（
津
南
）

100
ｍ
平
泳
ぎ
新
①
井
ノ
川
純
平（
津
南
）②
津

端
一
徹（
津
南
）③
髙
橋
弘
至（
津
南
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
①
宮
崎
太
郎（
津
南
）②
半

戸
宝
良（
芦
ヶ
崎
）

100
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
新
①
島
田　

歩（
上
郷
）

50
ｍ
背
泳
ぎ
①
宮
川
天
太（
津
南
）②
半
戸
琉

哉（
上
郷
）③
涌
井
魁
吏（
津
南
）

100
ｍ
背
泳
ぎ
①
中
澤
仁
成（
津
南
）②
井
ノ
上

祐
馬（
芦
ヶ
崎
）

100
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
①
半
戸
琉
哉（
上
郷
）②

中
澤
仁
成（
津
南
）③
井
ノ
上
祐
馬（
芦
ヶ
崎
）

200
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
） ①
津

南
Ａ
②
上
郷
③
津
南
Ｂ

200
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
（
50
ｍ
×
４
）①
津
南

Ａ
②
津
南
Ｂ
③
芦
ヶ
崎
Ａ
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つ　な　ん
まちかど
スケッチ

 ジオパーク記念切手
— 7月21日　絵はがき切手贈呈 —

 多様な食物
— 7月30日　アナフィラキシー症候群 —

 2大会連続のメダル獲得
— リオデジャネイロオリンピック　女子重量あげ —

 津南の自然を満喫されました
— ８月３日　秋篠宮同妃両殿下並びに悠仁親王殿下お成り —

　苗場山麓ジオパークの認知度のアップ、PR等を目的に、
郵便局で苗場山麓ジオパークを題材にしたフレーム切手を
作成いただきました。ひまわりの絵手紙といっしょに魚沼
地域の61の郵便局と、なじょもん、津南町観光協会でも取り
扱っています。

　慈恵医大第三病院小児科の勝沼俊雄先生をお招きし、小
児の食物アレルギーとアナフィラキシーへの対応と題し
た講習会を行いました。アナフィラキシーとは、食べ物を接
種したときに全身に出る重度のアレルギー反応のことです。
日頃子どもたちを預かる小中学校、保育園の先生がたも夏
休みを利用し、講習に参加しました。

　パブリックビューイングの会場となるNPG津南には、み
んなで三宅選手を応援しようと大勢のひとが集まりました。

　秋篠宮同妃両殿下並びに悠仁親王殿下は毎年、悠仁親王
殿下の夏休みにあわせ、各地の自然に親しまれております。
今年は津南町においでになりました。公式訪問ではないた
め、事前発表などは行われませんでしたが、その様子は夕方
のテレビ番組などでも放映され、驚いたかたも多いのでは
ないでしょうか。数日間滞在され、その間、案内役として同
行したなじょもん佐藤室長は「秋篠宮殿下が自然豊かなジ
オパークを背景に展開した苗場山麓地域の火焔型土器や縄
文文化にご興味をもってくださったことは非常に嬉しい。
ジオパークの取り組みにも大きな弾みがつく。」と期待して
いました。津南町の新たな歴史の一ページとなりました。

↑記念フレーム切手を手にする上村町長と全国郵便局長会  青木進会長

↑講習の後、エピペンを使い実際に手当する訓練を行いました

↑大応援団が地球の反対側まで声援を送りました

↑歴史民俗資料館で雪国の暮らしについて説明をうけられました

↑なじょもんで火焔型土器を手にされる悠仁親王殿下
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こ
の
夏
も
津
南
町
に
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が
田
舎
体
験
や
滞
在
に

や
っ
て
き
ま
し
た
。
私
も
協
力
隊
と
し
て
関
わ

ら
せ
て
い
た
だ
く
中
で
感
じ
た
こ
と
が
あ
っ
た

の
で
少
し
書
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
限
ら
れ
た

時
間
の
中
で
、
観
光
名
所
を
巡
っ
た
り
、
田
舎

体
験
を
し
た
り
と
受
け
入
れ
側
が
案
内
し
た
い

と
こ
ろ
、
ま
た
お
客
さ
ん
が
や
り
た
い
こ
と
は

た
く
さ
ん
あ
り
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
盛
り
だ
く

さ
ん
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
よ
く
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
は
と
て
も
よ
く
わ
か
る

の
で
す
が
、
同
時
に
も
の
す
ご
い
違
和
感
も
覚

え
ま
す
。
そ
れ
は
子
ど
も
の
姿
に
例
え
る
と
わ

か
り
や
す
い
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
追
っ

て
い
る
と
、
ど
ん
な
観
光
名
所
に
行
こ
う
が
、

ど
ん
な
体
験
を
し
て
い
よ
う
が
、
な
に
よ
り
も

「
生
き
物
」
に
夢
中
な
の
で
す
。（
も
ち
ろ
ん
例

外
も
あ
り
ま
す
）
大
人
は
そ
の
姿
を
見
て
「
ま

た
カ
エ
ル
？
せ
っ
か
く
観
光
名
所
に
来
た
の
に

見
な
い
の
？
」
な
ん
て
つ
ま
ら
な
い
言
葉
を
か

け
て
し
ま
っ
た
り
、「
次
行
く
よ
！
」
と
急
か

し
て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
で
も
よ
く
考

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
っ
て
大
人
の
側
か

ら
の
意
見
で
す
よ
ね
。
こ
こ
で
言
い
た
い
の
は
、

「
子
ど
も
は
生
き
物
が
好
き
だ
か
ら
、
そ
う
い

う
体
験
を
た
く
さ
ん
す
れ
ば
い
い
」
と
い
う
マ

ニ
ュ
ア
ル
的
な
こ
と
で
は
な
く
、「
子
ど
も
が

自
ら
興
味
を
持
っ
た
こ
と
を
と
こ
と
ん
追
求
で

き
る
時
間
の
確
保
と
大
人
の
理
解
、
見
守
り
が

必
要
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
子
ど

も
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
含
め
て
、
現
代
は
与

え
ら
れ
る
も
の
、
す
で
に
お
膳
立
て
さ
れ
て
い

る
も
の
が
多
く
、
自
分
で
考
え
る
時
間
や
選
択

す
る
場
面
、
な
に
よ
り
も
好
き
な
こ
と
に
時
間

を
忘
れ
て
没
頭
す
る
時
間
が
限
り
な
く
少
な
い

と
思
い
ま
す
。
私
を
含
め
て
そ
う
い
う
環
境
で

生
活
し
て
い
る
人
た
ち
に
と
っ
て
、
日
常
を
少

し
離
れ
て
津
南
町
を
訪
れ
た
と
き
に
求
め
て
い

る
も
の
は
、
日
常
と
は
違
う
時
間
の
使
い
方
で

あ
っ
て
、
観
光
名
所
を
数
十
分
ず
つ
渡
り
歩
く

と
い
う
時
間
の
使
い
方
で
は
な
い
よ
う
に
思
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
い
う
観
光
を
し
た
い
と

い
う
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
受
け
入
れ

側
と
し
て
も
、
ど
う
い
う
こ
と
を
求
め
て
い
る

お
客
さ
ん
に
来
て
も
ら
い
た
い
の
か
、
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
て
観
光
や
交
流
を
考
え
る
こ
と

も
必
要
な
の
だ
と
私
自
身
も
考
え
た
夏
で
し
た
。

（
三
箇
地
区
：
松
本
）

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

地
域
づ
く
り
に
は
、
よ

そ
者
、
若
者
、
ば
か
者
が

必
要
と
い
う
話
を
よ
く
耳

に
し
ま
す
。
地
域
の
「
あ

た
り
ま
え
」
に
と
ら
わ
れ

な
い
新
し
い
視
点
を
、
外

部
に
い
る
彼
ら
に
期
待
す

る
か
ら
で
す
ね
。
い
ま
、
地
方
創
生
の
流
れ

も
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

の
や
り
方
で
外
部
と
の
交
流
を
活
発
に
行
い

な
が
ら
、
新
し
い
可
能
性
を
見
出
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。

こ
こ
津
南
に
お
い
て
も
、９

月
24
日
～
25
日
に「
公
共
政

策
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
６
in

津
南
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。全

国
20
の
大
学
の
学
生
が
津
南

に
集
い
、「
み
ん
な
雪
の
お
か

げ
」と
い
う
テ
ー
マ
で
政
策
を

出
し
あ
っ
て
そ
の
優
劣
を
競

い
ま
す
。雪
国
に
ず
っ
と
住
ん

で
い
る
と
、つ
い
つ
い
雪
の
大

変
な
面
ば
か
り
に
目
が
い
き

ま
す
が
、こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

は「
雪
の
恵
み
」に
着
眼
し
た

よ
そ
者
、若
者
な
ら
で
は
の

提
案
が
期
待
さ
れ
ま
す
。町

民
の
聴
講
も
で
き
ま
す
の
で
、

こ
の
機
会
に
新
し
い
視
点
に

触
れ
て
、刺
激
を
も
ら
っ
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
き
っ
か
け
に
た
く
さ

ん
の
学
生
た
ち
が
津
南
を
訪
れ
ま
す
。
も
う

す
で
に
夏
休
み
な
ど
を
利
用
し
て
、
学
生
た

ち
が
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
向
け
て
の
調
査
研
究
の

た
め
に
津
南
町
に
来
訪
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ら
し
き
グ
ル
ー
プ
を
町
で
見
か
け
た
ら
、
ぜ

ひ
あ
た
た
か
く
迎
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る

中
で
、
ひ
と
り
で
も
多
く
の
津
南
フ
ァ
ン
が

生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

津
南
町
情
報
発
信
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
フ
ジ
ノ
ケ
ン

つなGO! プロジェクトのフェイスブックページもあります。みんなで編集会議の様子も随
時アップしていますので、いいね！をよろしくお願いします！
https://www.facebook.com/tsunagotsunan

TSUNAN
みんなで

編集会議

つなGO!プロジェクト
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熱
中
症
は
予
防
が
大
事

５
病
棟
　
副
看
護
師
長
　
鳴
海
ま
り
子

今
年
は
雪
解
け
も
早
く
気
温
も
上
昇
し
野
外
で

の
運
動
や
労
働
が
早
く
か
始
ま
っ
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
熱
中
症
は
、
気
温
が
高
い
な
ど
の

環
境
下
で
体
温
調
節
の
機
能
が
う
ま
く
働
か
ず
体

内
に
熱
が
こ
も
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
起
こ
り
ま

す
。
小
さ
な
子
ど
も
や
高
齢
者
、
病
気
の
方
な
ど

は
、
特
に
熱
中
症
に
な
り
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
熱
中
症
は
ち
ょ
っ
と
し
た
注
意
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
普
段
か
ら
心
が
け
て
欲
し
い
ポ
イ

ン
ト
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

①
睡
眠
不
足
や
風
邪
気
味
な
ど
で
体
調
の
悪
い
時
、

暑
い
日
の
外
出
や
運
動
、
過
度
な
労
働
を
控
え

る
。

②
通
気
性
の
良
い
着
衣
で
外
出
時
は
帽
子
を
か
ぶ

る
。
喉
が
渇
い
た
と
感
じ
た
時
は
す
で
に
水
分

不
足
に
な
っ
て
い
る
事
が
多
い
の
で
、
こ
ま
め

に
水
分
を
補
給
す
る
。

③
屋
内
に
お
い
て
は
、
無
理
な
節
電
は
せ
ず
冷
房

器
具
を
使
用
し
体
温
調
節
を
す
る
。

近
年
熱
中
症
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

日
の
体
調
も
影
響
し
ま
す
。
日
常
に
潜
む
危
険
や
、

応
急
処
置
な
ど
で
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
暑

い
季
節
を
安
全
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

＜実施された行事＞
〔７月〕
	 23日	 津南まつり
〔８月〕
	 5日	 全員協議会
	 7日	 青戸こはるびの里夏祭り
	 9日	 平成28年第5回臨時議会
	 9日	 議会運営委員会
＜今後予定されている行事＞
〔８月〕
	 20日	 つなん認知症フォーラム
	 21日	 心を育む学びの環集会

	 22日	 津南病院との懇談会
	 	（総文福祉常任委員会）
	 24日	 新潟県要望（産業建設常任委員会）
	 30日	 新潟県町村議会議長会
	 	 町村議員研修会（新潟市）
	 31日	 新潟県後期高齢者医療広域連合議会
　31日　異業種交流会との懇談会
〔９月〕
	 2日	 作況調査（産業建設常任委員会）
	 2日	 平成28年第３回定例会
	 	 一般質問締切
	 4日	 津南町消防演習・防災訓練
	 6日	 議会運営委員会
	 6日	 全員協議会
	12日～16日	 平成28年第３回定例会

　毎月10日までに100日運動カードを提出いただい
たかたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

主な運動：トレッキング、ウォーキング、ゲートボール、ラジオ体操他 

 5300日 藤ノ木キミ（堂平） 
 2400日 村山善治（十二ノ木） 
 1600日 大倉榮子（小下里） 
 1400日 大倉サダ（小下里）
 600日 髙橋昭子（船山） 
 400日 藤ノ木サチ（秋成） 、保坂良雄（大井平）
 300日 瀧沢京子（押付） 
 200日 高橋ツギ（中深見） 
 100日 富澤政治（船山） 

健康体力づくり100日運動

「
自
分
の
年
金
記
録
を
見
た
い
」「
将

来
の
年
金
見
込
額
を
知
り
た
い
」
と
い

う
か
た
へ
、「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と

い
う
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
ご
自
身
の
年
金

に
関
す
る
様
々
な
情
報
を
手
軽
に
確
認

で
き
る
も
の
で
、
24
時
間
い
つ
で
も
、

最
新
の
年
金
記
録
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も
利

用
可
能
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
て
い
な

い
期
間
や
厚
生
年
金
加
入
記
録
な
ど
も

確
認
で
き
、
記
録
の
「
も
れ
」
や
「
誤

り
」
の
発
見
に
も
役
立
ち
ま
す
。

利
用
し
た
い
と
い
う
か
た
は
基
礎
年

金
番
号
を
ご
用
意
の
上
、
日
本
年
金
機

構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

議会コーナー

病
院
歳
時
記

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
納
付
猶

予
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期
間
が

あ
る
場
合
は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し

た
場
合
と
比
べ
て
年
金
額
が
少
な
く
な

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
将
来
受
け
取
る
年

金
額
を
増
や
す
た
め
に
、
10
年
以
内
で

あ
れ
ば
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
を
さ

か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

免
除
な
ど
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度

か
ら
数
え
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す

る
場
合
は
、
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ

さ
れ
る
た
め
、
お
考
え
の
か
た
は
お
早

め
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
。
追
納
す

る
た
め
に
は
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

（
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
か

た
は
、
追
納
で
き
ま
せ
ん
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
ね
ん
き
ん
定
期
便

・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

・
税
務
町
民
課 
町
民
班

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
１
１
３

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト

追
納
制
度
に
つ
い
て



８月の新着図書（一部掲載）
【大人の本】
●『海の家族』 ……………石原慎太郎／著　文藝春秋
●『松本城、起つ』 …………六冬和生／著　早川書房
●『アンマーとぼくら』
　…………………………………有川浩／著　講談社
●『青い海の宇宙港　春夏篇』
　……………………………川端裕人／著　早川書房
●『スタフ』 …………………道尾秀介／著　文藝春秋
●『英雄の条件』 ………………本城雅人／著　新潮社
【子どもの本】
●『ようかいとりものちょう ５』
　……………………………大崎悌造／作　岩崎書店
●『ほねほねザウルス16』
　……………カバヤ食品株式会社／監修　岩崎書店
●『ルドルフとイッパイアッテナ』
　………………………………斉藤洋／原作　講談社
●『ひゃっくん』
　……………………………竹中マユミ／文　偕成社
●『「悩み部」の成長と、その緊張。』
　…………………………麻希一樹／著　学研プラス

広報 12平成28年８月号

弥生 ― M a r c h ―

美達大和＆山村サヤカ、ヒロキ／著　小学館

『女子高生サヤカが学んだ　　
　　「１万人に１人」の勉強法』

　「受験も仕事も人生も、生まれつきの才能で結果は決
まらない。」いじめられ、自信をなくした少女と服役中
の無期懲役囚が文通を通して学んだ真実の物語。

み
な
さ
ん
は
「
ス
マ
ホ
老
眼
」
と
い
う

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
老

眼
と
は
、
老
化
に
伴
い
水
晶
体
の
調
整
力

が
下
が
っ
て
ピ
ン
ト
を
合
わ
せ
ら
れ
な
く
な

る
調
節
異
常
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
老
眼

に
な
る
と
、
近
く
が
見
え
に
く
い
状
態
に

な
り
、
細
か
い
字
な
ど
を
読
む
時
は
、
目

を
遠
ざ
け
る
と
文
字
が
見
え
や
す
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
老
眼
の
自
覚
症
状
は
、

40
代
頃
か
ら
始
ま
る
と
言
わ
れ
、
60
代
を

超
え
る
と
ほ
と
ん
ど
の
人
が
老
眼
鏡
等
の

調
整
が
必
要
に
な
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、最
近
で
は
夕
方
に
な
る

と
老
眼
の
よ
う
な
状
態
に
な
る「
ス
マ
ホ
老

眼
」が
若
い
世
代
の
間
で
増
え
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。原
因
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
画
面
を
長
時
間
見
続

け
る
こ
と
で
目
が
酷
使
さ
れ
、目
の
ピ
ン
ト

調
節
機
能
が
低
下
し
、夕
方
に
な
る
と
老

眼
と
同
じ
よ
う
な
症
状
に
な
る
そ
う
で
す
。

第
１
５
５
回
芥
川
賞
と
直
木
賞
が
決
定

今
年
の
芥
川
賞
に
は
村
田
沙
耶
香
さ
ん

の
『
コ
ン
ビ
ニ
人
間
』、
直
木
賞
に
は
荻
原

浩
さ
ん
の
『
海
の
見
え
る
理
髪
店
』
が
受

賞
し
ま
し
た
。

芥
川
賞
を
受
賞
し
た
村
田
沙
耶
香
さ
ん

は
『
授
乳
』
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
、
群
像

新
人
文
学
賞
優
秀
作
等
を
受
賞
。
そ
の
後

も
野
間
文
芸
新
人
賞
や
三
島
由
紀
夫
賞
を

受
賞
し
て
い
ま
す
。　

村
田
さ
ん
の
父
親
は
裁
判
官
で
あ
り
、

父
親
か
ら
学
ん
だ
こ
と
は
「
こ
の
世
界
の

常
識
を
疑
え
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
今
回
、
芥
川
賞
を
受
賞
し
た
作
品
は

「
コ
ン
ビ
ニ
」
が
テ
ー
マ
で
す
が
、
村
田
さ

ん
自
身
も
週
３
日
は
コ
ン
ビ
ニ
で
バ
イ
ト

を
し
て
、
人
間
観
察
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

直
木
賞
を
受
賞
し
た
荻
原
浩
さ
ん
は『
オ

ロ
ロ
畑
で
つ
か
ま
え
て
』で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
、

小
説
す
ば
る
新
人
賞
を
受
賞
。そ
の
後
も

山
本
周
五
郎
賞
や
山
田
風
太
郎
賞
を
受
賞

し
て
い
ま
す
。今
回
、直
木
賞
を
受
賞
し
た

作
品
は
主
の
腕
に
惚
れ
た
大
物
俳
優
や
政

財
界
の
名
士
が
通
い
つ
め
た
伝
説
の
床
屋

が
舞
台
の
短
編
集
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
芥
川
賞
に
は
４
作
品
、
直
木

賞
に
は
５
作
品
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い

ま
す
。　

図
書
室
で
は
こ
れ
ら
の
作
品
も
数
多
く

所
蔵
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

〈
開
館
時
間
〉

　

平　

日　

９
時
～
18
時

　

土
日
祝　

８
時
30
分
～
17
時

〈
休
館
日
〉

　

８
月
29
日
㈪
・
９
月
26
日
㈪

視野を広げてくれる本

−村山　智さんから

著者名／フランクリン・コヴィー・ジャパン　出版社名／宝島社

小
生
は
接
客
業
と
営
業
を
主
と
し
た
仕

事
を
し
て
お
り
ま
す
。

色
々
な
お
客
様
と
接
し
た
り
、
商
品
を

売
っ
た
り
お
勧
め
し
た
り
し
て
い
る
と
、

ど
う
し
て
も
自
分
の
中
に
「
こ
の
対
応
で

い
い
の
か
」「
こ
の
よ
う
な
や
り
方
で
は

不
十
分
な
の
で
は
な
い
か
」
な
ど
と
い
う

疑
問
と
葛
藤
が
生
ま
れ
て
き
ま
す
。

特
に
お
客
様
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と

そ
れ
は
尚
更
。

そ
ん
な
時
に
出
会
っ
た
の
が
『（
ま
ん

が
で
わ
か
る
）
７
つ
の
習
慣
』
で
す
。

「
完
訳 

７
つ
の
習
慣 

人
格
主
義
の
回

復
」（
著
：
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
Ｒ
・
コ
ヴ

ィ
ー
）
を
基
に
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
書
で
あ
り
、

成
功
哲
学
・
自
助
努
力
・
自
己
啓
発
が
主

に
な
っ
て
い
ま
す
。

原
本
は
５
０
０
頁
も
あ
る
大
変
難
し
い

内
容
で
あ
り
、
大
事
な
部
分
を
か
い
つ
ま

ん
で
漫
画
と
し
て
描
き
直
し
た
こ
の
本
は

入
門
用
に
最
適
な
一
冊
で
す
。

あ
ら
す
じ
は
、
父
の
お
店
を
復
活
さ
せ

る
べ
く
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
を
目
指
し
て
修
行

（まんがでわかる）7つの習慣
紹介する本

古
ふ る

沢
さ わ

　圭
け い

さん （十日町市）

広報ライブラリー
今月の１冊

８月 −葉
は

月
づ き

−

Pen Relay
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つ
な
ん
の
文
芸

短 歌

俳 句

砂
丘

山や
ま

の
端は

に
夕ゆ

う

日ひ

沈し
ず

み
て
余よ

光こ
う

の
中な

か

　
　
一い

ち
ば
ん
ぼ
し

番
星
の
輝か

が
や

き
始は

じ

む	

山
本
光
一

初は
つ

生な

り
の
大お

お

き
無い

ち
じ
く

花
果
頬ほ

お

張ば

れ
ば

　
　
甘あ

ま

き
香か

お

り
の
口く

ち

に
広ひ

ろ

が
る	

津
端
恵
子

月つ
き

の
な
い
夜よ

る

の
窓ま

ど

辺べ

に
近ち

か

く
遠と

お

く

　
　
蛙か

え
る

の
腹は

ら

と
火か

星せ
い

の
赤あ

か

と	

貝
澤
圭
子

岩い
わ
ふ
ね船
地じ

蔵ぞ
う

に
頭ず

巾き
ん

前ま
え

掛か

け
新し

ん

調ち
ょ
う

し

　
　
忙せ

わ

し
き
日ひ

び日
に
は
や
盆ぼ

ん

の
来き

ぬ	

関
谷
郁
子

大お
お
だ
な棚
に
並な

み
垂た

る
る
藤ふ

じ

の
花は

な
ぶ
さ房
の

　
　
こ
も
れ
日び

受う

け
て
紫む

ら
さ
き

は
な
や
ぐ
（
あ
し
か
が
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
）	

恩
田
久
美
子

あ
ず
き
菜な

の
柔や

わ

ら
か
き
芽め

の
伸の

び
出い

で
て

　
　
葉は

に
朝あ

さ
つ
ゆ露
の
白し

ろ

く
輝か

が
や

く	
丸
山
直
子

「
ち
は
や
ふ
る
」
と
ふ
映え

い

画が

観み

に
行い

き
た
し
と

　
　
孫ま

ご

の
メ
ー
ル
の
誘さ

そ

ひ
に
負ま

け
さ
う	

小
野
寺
恒
代

挿さ

し
木き

せ
し
バ
ラ
に
花は

な

芽め

の
五い

つ

つ
見み

ゆ

　
　
葉は

は
艶つ

や

や
か
に
光ひ

か
り

を
返か

え

す	

高
橋
春
枝

足あ
し
こ
し腰
は
吾わ

が
意い

の
ま
ま
に
な
ら
ず
と
も
　
　
　

　
　
口く

ち

と
手て

先さ
き

で
日ひ

び日
を
補お

ぎ
な

ふ	

内
山
キ
ク

身み

の
丈た

け

の
半な

か

ば
を
占し

め
る
リ
ュ
ッ
ク
負お

ひ

　
　
保ほ

育い
く
え
ん園
児じ

は
母は

は

に
従つ

き
ゆ
く
（
従
妹
の
孫
）	

麻
績
初
恵

久ひ
さ

し
ぶ
り
帰か

え

り
来こ

し
息こ
子
は
降ふ

り
し
き
る

　
　
雪ゆ

き
た
の楽
し
げ
に
戯た

わ
む

れ
ゐ
た
り	

滝
沢
勝
枝

玄げ
ん
か
ん関
で
「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
」
と
声こ

え

聞き

こ
え

　
　
孫ま

ご

も
一い

っ
し
ょ緒
に
ゐ
な
く
な
り
た
り	

風
巻
京
子

明あ

す日
の
こ
と
も
計は

か

り
知し

れ
な
い
生せ

い
あ
わ淡
し

　
　
夕ゆ

う
す
ず涼
み
つ
つ
ヨ
ー
グ
ル
ト
飲の

む	

鈴
木
綾
子

網あ
み

の
魚う

お

に
取と

り
つ
き
貪む

さ
ぼ

り
余よ

念ね
ん

な
き

　
　
蛸た

こ

を
す
ば
や
く
手
づ
か
み
に
せ
り	

萩
原
光
之

長
生
学
園

猛も
う
し
ょ暑
に
も
負ま

け
じ
と
芙ふ

蓉よ
う

の
咲さ

き
誇ほ

こ

る

　
　
吾わ

れ

も
芙ふ

蓉よ
う

の
如ご

と

く
あ
り
た
し	

柳
沢
　
チ
ヨ

雨あ
ま
ぐ
も雲
が
い
つ
し
か
夏な

つ

の
空そ

ら

と
な
り

　
　
子こ

ら等
の
力り

き
え
い
ひ
び

泳
響
く
喚か

ん
せ
い声（

津
南
町
小
学
校
親
善
水
泳
大
会
）	

島
田
　
眞
之

個
人

狛こ
ま
い
ぬ犬
が
神じ

ん
じ
ゃ社
に
お
わ
す
小こ

下さ
が

里り

で
　
　

　
　
祭ま

つ

り
賑に

ぎ

や
か
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
せ
り「
地
域
の
人
と
」	

清
水
　
貞
子

岩
す
げ
俳
句
会
（
七
月
、
結
東
吟
行
）

池い
け
し
づ静
か
山や

ま
め女
の
恋こ

い

か
渦う

ず

ひ
と
つ	

渡
　
舟

梅つ

ゆ雨
深ふ

か

し
脚あ

し

で
抱か

か

へ
て
木き

鉢ば
ち

彫ほ

る	

房
　
良

夏な
つ
ぎ
り霧
や
声こ

え

掛か

け
合あ

ひ
て
足あ

し

場ば

組く

む	

千
年
雄

し
ば
ら
く
は
句く

作さ
く

の
み
て
ふ
涼す

ず

し
さ
よ	

れ
い
子

征せ
い
ふ
く服
の
証あ

か
し

に
揺ゆ

れ
る
葛く

ず

の
つ
る	

壽
　
子

水み
ず

鏡か
が
み

蝶ち
ょ
う

を
写う

つ

し
て
波な

み

ゆ
れ
る	

美
　
恵

独ひ
と

り
往ゆ

く
森も

り

に
声こ

え

あ
り
雨あ

ま

蛙が
え
る	

東
　
川

緑り
ょ
く

蔭い
ん

の
木こ

洩も
れ

日び

妖よ
う
せ
い精
踊を

ど

る
ご
と	

芳
　
司

納な
っ
と
う豆
飯め

し

ひ
と
り
食た

べ
る
や
梅つ

ゆ雨
の
朝あ

さ	

守
　
人

こ
れ
よ
り
は
奥お

く

に
村む

ら

な
し
朴ほ

お

の
花は

な	

酔
　
花

膝し
っ
つ
う痛
の
山や

ま

開び
ら
き

に
は
間ま

に
合あ

わ
ぬ	

冬
詩
子

バ
ス
降お

り
し
峡か

い

に
青あ

お

嶺ね

を
仰あ

お

ぎ
見み

る	

妙
　

川か
わ
か
ぜ風
を
入い

れ
て
も
て
な
す
鮎あ

ゆ

の
宿や

ど	

貞
　

を
始
め
た
女
性
が
修
業
先
の
バ
ー
「
セ
ブ

ン
」
で
様
々
な
お
客
さ
ま
た
ち
と
出
会
い
、

「
７
つ
の
習
慣
」
に
よ
っ
て
生
き
方
や
考

え
方
を
少
し
ず
つ
変
え
て
い
く
と
い
う
内

容
で
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
書
と
い
う
よ
り
は
自
身
の
心

構
え
を
説
い
た
部
分
が
大
き
く
、
自
分
が

今
ま
で
や
っ
て
い
た
人
と
の
接
し
方
や
考

え
方
を
改
め
さ
せ
ら
れ
る
事
も
あ
り
ま
し

た
。冒

頭
で
あ
っ
た
お
客
様
と
の
ト
ラ
ブ
ル

も
こ
の
本
の
内
容
を
実
践
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
今
ま
で
よ
り
ベ
ス
ト
な
対
応
が
で

き
た
と
思
い
ま
す
。

ど
の
業
種
に
も
当
て
は
ま
る
と
い
う
本

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
普
段
の
生
活
の
中

で
も
、
皆
様
の
視
野
を
広
げ
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
本
だ
と
私
は
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
目
を
通
し
て
頂
け
た
ら

嬉
し
く
思
い
ま
す
。

次
は
同
じ
会
社
の
期
待
の
新
人
、
大
口

真
太
郎
君
に
バ
ト
ン
を
渡
し
て
私
の
ペ
ン

リ
レ
ー
を
終
わ
り
ま
す
。
ご
覧
下
さ
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す

認
知
症
に
関
わ
る
こ
と
に
は
「
オ
レ
ン
ジ
」

と
い
う
言
葉
や
「
オ
レ
ン
ジ
色
」
が
多
く
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

津
南
町
の
認
知
症
見
守
り
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
に
ん
こ
っ
こ
」
も
、イ
ラ
ス
ト
は
白
黒
で
す
が
、

オ
レ
ン
ジ
色
で
す
。
そ
の
他
に
も
、「
オ
レ
ン

ジ
プ
ラ
ン
」「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
な
ど
、
オ

レ
ン
ジ
色
は
認
知
症
関
連
で
は
テ
ー
マ
カ
ラ
ー

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
は
、

認
知
症
を
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
家
族
を
見

守
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
一
人
で
も
増
や
し
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
地
域
住
民
の
手
で
展
開
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
は
、
地
域
住

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
は
、
お
お
む
ね
60
～
90
分

間
の
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
」
を
受
講
し

た
か
た
（
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
）
に
渡
さ
れ
る

リ
ン
グ
で
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
「
な
に
か
」
特
別
な

こ
と
を
す
る
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

の
人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
り
、
支
援
す
る
応

援
者
で
す
。
認
知
症
は
誰
で
も
な
る
可
能
性
の

あ
る
病
気
で
す
。
他
人
ご
と
と
し
て
無
関
心
で

い
る
の
で
は
な
く
、「
自
分
た
ち
の
問
題
で
も

あ
る
」
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
は
、
認
知
症
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
た
と
い
う
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証
で
す
。

受
講
し
た
か
た
は
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
身
に

付
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
定
の
研
修
を
受
け
た
「
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ

ン
・
メ
イ
ト
」
が
講
師
を
担
当
し
ま
す
。

町
内
に
は
介
護
事
業
所
職
員
を
中
心
に

１
１
６
名
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
が
活
動
し

て
い
ま
す
。

町
が
開
催
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
を

受
講
さ
れ
た
人
数
は
現
在
約
２
，
３
０
０
人
と

な
り
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
タ
ー
講
座
は
、
最
低
３
名
以
上
の
集

ま
り
が
あ
れ
ば
、
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
講
座
の
開
催
や
受
講
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
講
師
の
手
配
や
必
要
な
教
材

な
ど
を
こ
ち
ら
で
準
備
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
も
認
知
症
の
か
た
を
地
域
で
支
え
る

な
か
ま
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

認
知
症
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
脳
の
病
気

に
よ
る
も
の
で
、
85
歳
以
上
で
は
４
人
に
１
人

に
そ
の
症
状
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

津
南
町
の
要
介
護
の
原
因
疾
患
も
、
第
一
位

は
男
女
と
も
に
認
知
症
で
、
全
体
の
約
３
割
を

占
め
て
い
ま
す
。 オ

レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を

　
　
　
　
　

知
っ
て
い
ま
す
か
？

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

　
　
　
　
　
　
　
な
ろ
う
！

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
は

　
　
　
　
サ
ポ
ー
タ
ー
の
証

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
養
成
講
座
と
は

こんにちは

津南町地域包括
支援センター
765-5455

認
知
症
の
人
が
病
気
に
伴
う
障
害
か
ら
不
安

に
陥
り
、
そ
の
結
果
ま
わ
り
の
人
と
の
関
係
が

損
な
わ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
、
家
族

が
疲
れ
き
っ
て
共
倒
れ
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
周
囲
の
人
の
理
解
と
気
遣

い
が
あ
れ
ば
、
穏
や
か
に
暮
ら
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
は
ず
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
地
域
の
支
え
合
い
が
必
要
で

す
。
認
知
症
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、

認
知
症
の
人
や
家
族
を
支
え
る
手
立
て
を
知
っ

て
い
れ
ば
、
認
知
症
の
か
た
を
地
域
全
体
で
見

守
り
、
支
え
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

津南町認知症見守り
支援マスコットにんこっこ

民
、
金
融
機
関
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
従

業
員
、
小
・
中
・
高
等
学
校
の
生
徒
な
ど
様
々

な
か
た
に
受
講
い
た
だ
い
て
お
り
、
平
成
27
年

末
で
全
国
に
約
７
１
３
万
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
が

誕
生
し
て
い
ま
す
。
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気
を
つ
け
た
い
夏
の
病
気

　

暑
い
日
が
続
く
夏
は
特
に「
夏
バ
テ
」、「
脳

梗
塞
」や「
夏
か
ぜ
」な
ど
に
注
意
が
必
要
で
す
。

☆
夏
バ
テ

　

高
温
多
湿
の
環
境
の
中
で
、体
温
を
一
定
に
保

と
う
と
自
律
神
経
が
フ
ル
活
動
す
る
こ
と
で
疲

弊
し
、自
律
神
経
の
乱
れ
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

「
夏
バ
テ
」の
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、室
内
外
の
急
激
な
温
度
差
も
自
律
神
経
を

乱
れ
や
す
く
し
て
い
ま
す
。加
え
て
、自
律
神
経

の
変
調
が
胃
腸
の
不
調
や
全
身
の
倦
怠
感
、さ
ら

に
は
食
欲
不
振
を
招
き
、「
夏
バ
テ
」を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

　
「
夏
バ
テ
」を
予
防
・
改
善
す
る
た
め
に
気
を
つ

け
る
ポ
イ
ン
ト
を
次
に
あ
げ
ま
す
。

①
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活

　

タ
ン
パ
ク
質
を
一
食
に
一
品
と
る
こ
と
を
心
が

け
、ミ
ネ
ラ
ル
や
ビ
タ
ミ
ン
を
含
む
野
菜
や
果
物

も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
く
だ
さ
い
。冷
た
い
も

の
ば
か
り
で
は
胃
腸
の
働
き
が
弱
ま
り
ま
す
。

②
水
分
補
給

　

喉
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に「
早
め
・
こ
ま
め
」の

水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。な
お
、ビ
ー
ル
な
ど

の
ア
ル
コ
ー
ル
は
脱
水
作
用
が
あ
る
た
め
水
分

補
給
に
は
適
し
ま
せ
ん
。

③
眠
り
の
質
を
あ
げ
る

　

寝
る
30
分
～
１
時
間
前
に
ぬ
る
め
の
お
風
呂

に
つ
か
り
、ひ
ん
や
り
と
感
じ
ら
れ
る
寝
具
な
ど

を
選
ぶ
の
も
お
す
す
め
で
す
。

④
軽
く
汗
ば
む
程
度
の
運
動

　

人
は
発
汗
で
温
度
調
節
を
し
て
い
る
た
め
汗

を
か
く
能
力
を
高
め
る
こ
と
も「
夏
バ
テ
」の
予

防
に
な
り
ま
す
。

☆
脳
梗
塞

　

夏
は
温
度
が
上
が
る
た
め
、体
内
の
熱
を
発

散
し
よ
う
と
血
管
が
拡
張
す
る
と
血
圧
が
低
下

し
ま
す
。そ
し
て
、汗
を
か
く
こ
と
で
水
分
が
不

足
し
て
血
液
が
濃
く
な
り
、脳
血
管
が
詰
ま
り
や

す
く
な
り
ま
す
。

　

脳
梗
塞
は
６
月
か
ら
８
月
の
夏
場
、睡
眠
中

と
朝
起
床
後
２
時
間
以
内
に
集
中
し
て
発
症
す

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。起
床
時
に
は
血
圧
が

上
昇
す
る
の
で
、就
寝
前
と
起
床
後
に
コ
ッ
プ
１

杯
ず
つ
水
を
飲
み
ま
し
ょ
う
。

☆
夏
か
ぜ

　

夏
に
流
行
す
る
か
ぜ
で
、発
熱
や
せ
き
、の
ど

の
痛
み
、胃
腸
症
状
な
ど
が
出
ま
す
。か
ぜ
ウ
イ

ル
ス
を
洗
い
流
す
た
め
手
洗
い
う
が
い
を
習
慣

に
し
ま
し
ょ
う
。か
ら
だ
の
冷
や
し
す
ぎ
に
も
注

意
が
必
要
で
す
。

　

ま
だ
残
暑
が
続
き
ま
す
。水
分
を
こ
ま
め
に
取

り
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
た
食
事
を
と
り
体

調
管
理
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

楽
し
み
な
が
ら
生
活
し
た
い
!!

巻
下
　
江
村
　
菜
々
子
さ
ん（
27
歳
）

　

昨
年
12
月
に
女
の
子
を
出
産

し
た
新
米
マ
マ
で
す
。
今
は
子

育
て
真
っ
最
中
で
健
康
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
回
を
良
い
機
会

に
『
健
康
』
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
も
育
ち
も
津
南
の
私

は
、こ
の
大
自
然
の
中
、体
を
動

か
し
、お
い
し
い
野
菜
や
お
米

を
食
べ
、今
ま
で
大
き
な
怪
我

や
病
気
も
ほ
と
ん
ど
な
く
ま
さ
に
心
も
体
も

健
康
体
！
！
で
し
た
。今
思
え
ば
恵
ま
れ
た

環
境
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

結
婚
…
生
活
が
変
わ
っ
て
…

　

そ
れ
が
、結
婚
し
て
か
ら
は
仕
事
と
慣
れ
な

い
生
活
の
中
で
体
を
動
か
す
こ
と
も
出
来
ず
、

料
理
に
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
余
裕
も
な

く
心
も
体
も
ヘ
ト
ヘ
ト
の
毎
日
で
し
た
。当
初

は
体
調
を
よ
く
崩
し
て
い
た
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、子
ど
も
を
授
か
り
ま
し
た
。喜
び

も
つ
か
の
間
、始
ま
っ
た
つ
わ
り
…
。制
限
さ

れ
る
動
き
の
中
で
戸
惑
う
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。助
け
ら
れ
た
の
は
周
り
の
方
々
の
気
づ

か
い
や
温
か
さ
、優
し
さ
で
し
た
。体
の
回
復

と
と
も
に
私
は
心
が
満
た
さ
れ
て
い
き
ま
し

た
。と
て
も
幸
せ
な
妊
婦
生
活
で
し
た
。改
め

て
心
と
体
の
健
康
の
大
切
さ
を
知
り
ま
し
た
。

皆
に
支
え
ら
れ
て
…

　

今
で
は
結
婚
４
年
目
と
な
り
少
し
ず
つ
生

活
の
リ
ズ
ム
も
で
き
て
き
ま
し
た
。
生
後
８

カ
月
の
娘
と
過
ご
す
毎
日
は
、
日
々
穏
や
か

で
初
め
て
の
育
児
に
て
ん
や
わ
ん
や
で
す
。

娘
の
表
情
も
動
き
も
日
に
日
に
活
発
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
育
児
に
悩
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に
私
に
は
頼
れ
る

主
人
、
家
族
、
友
達
、
先
輩
マ
マ
さ
ん
達
が

い
ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
た
私

は
今
、
心
も
体
も
健
康
で
す
！

　

私
に
と
っ
て
の
健
康
は
楽
し
み
な
が
ら
生

活
す
る
こ
と
。
そ
れ
が
、『
心
と
体
』
を
健

康
に
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
、
家
族
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら

過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

パパ似？　ママ似？　

ジジ似？　ババ似？　皆の宝物です　♡♡

愛娘　風菜ちゃんと♡♡

はーい

でーす

保健師

今月は
上倉由美子

保健師

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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こ
の
事
業
は
、
家
族
や
友
人
、
職
場
の
同
僚

な
ど
で
３
人
か
ら
５
人
の
チ
ー
ム
を
作
り
、
１

か
月
間
の
合
計
歩
数
で
１
０
０
万
歩
を
目
指
す

も
の
で
す
。
３
人
で
は
中
々
１
０
０
万
歩
の
達

成
が
難
し
い
場
合
で
も
、
４
人
、
５
人
で
チ
ー

ム
を
作
り
、
日
頃
の
歩
数
を
増
や
す
こ
と
を
目

標
に
し
て
取
り
組
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
参
加
者
が
増
え
、８
年
目
と
な
る
今
年
度

（
４
月
～
６
月
分
）は
、３
人
か
ら
５
人
チ
ー
ム

合
わ
せ
て
３
６
４
名
の
か
た
が
取
り
組
み
ま
し

た
。ま
た
、職
場
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
複

数
の
チ
ー
ム
を
作
り
参
加
し
て
い
る
事
業
所
も

あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
の
達
成
状
況
を
確
認

し
合
い
な
が
ら
楽
し
く
取
り
組
め
た
よ
う
で
す
。

●
本
事
業
は
、
秋
に
も
実
施
を
し
ま
す
。

　

次
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

今
年
も
町
内
の
事
業
所
の
み
な
さ
ま
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
景
品
を
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
事
業
に
取
り
組
ん
だ
町
民
の
み
な
さ
ん

の
励
み
と
継
続
に
つ
な
が
る
よ
う
、
町
内
の
事

業
所
の
み
な
さ
ま
か
ら
景
品
の
ご
提
供
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
景
品
は
、
今
回
と
秋
の
２
回
に
分
け
、
抽

選
で
参
加
者
の
み
な
さ
ん
に
進
呈
い
た
し
ま
す
。

目
指
せ
！

 

チ
ー
ム
１
０
０
万
歩

竜神の館 様
（温泉入浴ご招待券）

津南観光物産館 様
（にんじんジュース等詰め合わせ）

ニュー・グリーンピア津南 様
（温泉入浴ご招待券・入浴剤）

ＪＡ津南町 様
（津南トマトジュース）

㈱大阪屋商店 様
（津南の天然水）

山源木工 様
（木製一輪挿し）

津南町森林組合 様
（雪下にんじんジュレ）

㈲津南印刷商事 様
（タオル）
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変
化
観
音
の
千
手
観
音
菩
薩

千
手
観
音
菩
薩
は
１
０
０
０
本
の
手
を
持
つ

観
音
菩
薩
で
す
。そ
の
１
０
０
０
本
の
手
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
眼
を
持
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
、別
名

「
千
手
千
眼
観
音
菩
薩
」と
も
い
わ
れ
ま
す
。観

音
菩
薩
の
本
願
で
あ
る
慈
悲
の
は
た
ら
き
を
最

大
限
に
表
現
し
た
千
手
観
音
菩
薩
で
す
。先
達
か

ら
は「
１
０
０
０
本
の
手
は
多
く
の
人
々
に
救
済

の
手
を
差
し
の
べ
る
慈
悲
を
表
し
、１
０
０
０
個

の
眼
は
人
々
を
教
え
導
く
知
恵
を
表
し
て
い
る
」

と
教
え
て
い
た
だ
い
た
と
メ
モ
に
あ
り
ま
し
た
。

『
曹
洞
宗
青
年
僧
侶
に
よ
る
妻
有
百
三
十
三

番
霊
場
紀
行
』に
は
14
体
の
千
手
観
音
菩
薩
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
中
に
、津
南
町
所
在
の

観
音
堂
や
寺
院
に
祀
ら
れ
て
い
る
４
体
の「
十
一

面
千
手
観
音
菩
薩
」が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。霊
場

と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
場
所
は
、船
山
新
田
の
観

音
堂
、下
船
渡
本
村
の
公
民
館
、宮
野
原
の
般
若

院
、外
丸
本
村
の
善
玖
院
で
す
。許
し
を
得
て
お

参
り
を
し
、拝
観
さ
せ
て
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

『
野
仏
の
里　

つ
な
ん
』で
は
、反
里
口
の
観
音

堂
の
陽
刻
の
千
手
観
音
菩
薩
１
体
と
小
島
の
久

昌
寺
境
内
の
文
字
で「
千
手
観
音
」と
刻
さ
れ
た

も
の
の
２
体
の
石
仏
の
み
で
す
。

平
成
25
年
７
月
と
記
憶
し
て
お
る
の
で
す
が
、

千
手
地
区
の
友
人
に
誘
わ
れ
て
十
日
町
市
千
手

の
長
徳
寺
を
訪
ね
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。参
詣

者
が
多
い
の
に
び
っ
く
り
し
、御
本
尊
の
千
手
観

音
菩
薩
の
荘
厳
さ
に
眼
を
う
ば
わ
れ
も
し
ま
し

た
。友
人
か
ら
は
御
開
帳
の
こ
と
や
長
徳
寺
に
つ

い
て
説
明
も
受
け
、充
実
し
た
１
日
で
し
た
。

『
曹
洞
宗
青
年
僧
侶
に
よ
る
妻
有
百
三
十
三

番
霊
場
紀
行
』で
百
一
番
の
霊
場
と
し
て
長
徳
寺

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
以
下
引
用
）「
長
徳
寺
は
越
後
三
十
三
番
の

第
十
番
札
所
に
も
な
っ
て
お
り
、旧
川
西
町
千
手

地
区
の
地
名
の
由
来
は
こ
の
千
手
観
音
菩
薩
か

ら
で
あ
る
。境
内
の
仁
王
門
と
金
剛
力
士
像
は
十

日
町
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

天
文
年
間
と
昭
和
38
年
の
２
度
火
災
に
遭
っ

て
い
る
。観
音
堂
御
上
段
の
扉
の
中
に
は
天
文
23

年（
１
５
５
５
）上
田
の
庄
、新
保
又
四
郎
経
安

作
の
本
尊
が
厨
子
の
中
で
安
置
さ
れ
、現
在
の
本

尊
は
平
成
十
三
年
に
京
都
の
仏
師
に
よ
っ
て
彫

ら
れ
奉
安
さ
れ
た
身
の
丈
六
尺
の
観
音
像
で
あ

る
。そ
の
お
姿
を
拝
顔
す
る
と
、全
て
を
包
み
込

ん
で
く
れ
る
慈
愛
に
満
ち
た
お
顔
と
細
部
に
ま

で
精
巧
に
彫
ら
れ
た
美
し
さ
に
し
ば
ら
く
時
を

忘
れ
て
し
ま
う
よ
う
で
あ
る
。（
引
用
終
わ
り
）

実
際
に
千
手
を
表
す「
千
手
観
音
菩
薩
」を
祀

る
寺
院
は
大
阪
の
葛ふ
じ

井い

寺て
ら

が
あ
り
ま
す
。奈
良

時
代
の
作
で
国
宝
で
す
。ほ
か
に
、奈
良
の
唐
招

提
寺
、京
都
の
妙
法
院
が
著
名
で
す
。

Ｔ
ａ
ｐ
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

短
期
水
泳
教
室
参
加
者
募
集

★
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
会
員
募
集
★

千手観音菩薩

津南町　反里口

　

ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
開
催
の
『
幼
児
・
児
童

短
期
水
泳
教
室
』
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
は
５
月
か
ら
始
ま
っ
た
10
回
～
20

回
の
期
間
限
定
コ
ー
ス
で
、
９
月
３
日
か
ら
後

半
の
10
回
が
始
ま
り
ま
す
。
大
変
人
気
の
あ
る

教
室
で
、
町
内
を
は
じ
め
、
十
日
町
地
域
や
長

野
県
の
栄
村
、
飯
山
市
な
ど
か
ら
も
多
数
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
後
半
の
10
回
コ
ー
ス
限
定
で
若
干
名

の
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

　

水
泳
は
子
ど
も
の
習
い
事
人
気
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
！
今
や
東
京
で
は
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と

真
っ
先
に
ス
イ
ミ
ン
グ
の
予
約
を
す
る
、
と
ま

で
言
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
心
と
体
を
育
む

ス
イ
ミ
ン
グ
♪
こ
の
機
会
に
是
非
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？

■
期
間　

９
月
３
日
～　

毎
週
土
曜
日

■
時
間　

幼
児
10
時
15
分
～
11
時
15
分

　
　
　
　

児
童
11
時
30
分
～
12
時
30
分

■
対
象　

初
心
者
コ
ー
ス
・
ク
ロ
ー
ル
コ
ー
ス

　

美
肌
の
湯
と
呼
ば
れ
る
泉
質
は
す
べ
す
べ
成

分
た
っ
ぷ
り
。
ま
た
、
お
客
様
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
っ
た
会
員
種
別
を
選
べ
る
の
で
、
お

得
に
無
駄
な
く
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
♪

■
プ
ー
ル
や
バ
ー
デ
ゾ
ー
ン
を
フ
リ
ー
に
使
え
る

　

プ
ー
ル
バ
ー
デ
フ
リ
ー
会
員

　
　
　
　
　
　

３
０
，
０
０
０
円
／
年

　

家
族
二
人
目
以
降
割
引
あ
り

■
一
週
間
に
２
回
～
３
回
程
度
利
用
す
る
な
ら

　

チ
ケ
ッ
ト
会
員　

個
人　

１
２
，
０
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　

家
族　

２
５
，
０
０
０
円

■
テ
ク
ノ
ジ
ム
社
製
マ
シ
ン
完
備
！

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
た
い
！
と
い
う
方
に
は

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
会
員　

２
０
，
０
０
０
円
／
年

　
（
別
途
登
録
料
２
，
０
０
０
円
※
初
回
予
約
制
）

■
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
登
り
放
題

　

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
会
員 

一
万
円
／
年

■
小
学
生
以
下
プ
ー
ル
使
い
放
題

　

３
才
～
小
学
生

　

５
，
０
０
０
円
／
年

■
他
に
も
各
種
会
員
を
選
べ
ま

す
。
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合

せ
は
「
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
」
受

付
ま
で
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

℡
０
２
５
‐
７
６
５
‐
３
７
１
１

Tap 事務局
【TEL】765-5776
【FAX】765-3596

■
料
金　

ク
ア
ハ
ウ
ス
会
員　

９
，
９
０
０
円

　
　
　
　

会
員
以
外　
　
　

１
０
，
４
０
０
円

※
ス
ク
ー
ル
指
定
の
ス
イ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ッ
プ
が

必
要
で
す
。

※
平
日
夕
方
の
通
年
水
泳
教
室
も
開
催
し
て
お

り
ま
す
。
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

津
南
石
造
物
散
歩

つ
ま
り
石
仏
の
会

文
責 

桑
原
和
位

231



広報 18平成28年８月号

農
業
委
員
会
の

窓

農
地
を
有
効
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

農
業
委
員
会
の

窓

〜
農
業
委
員
会
の
主
な
動
き
〜

【
実
施
さ
れ
た
行
事
】

〔
６
月
〕

　

27
日　

第
24
回
総
会

〔
７
月
〕

　

25
日　

第
25
回
総
会

〔
８
月
〕

　

１
日　

視
察
研
修

　

８
日　

多
収
性
品
種
等
現
地
研
修
会

　

10
日　

農
業
委
員
特
別
研
修

【
今
後
の
行
事
予
定
】

〔
８
月
〕

　

25
日　

第
26
回
総
会

　
　
　
　

畑
作
作
況
調
査

〔
９
月
〕

　

中
旬
予
定　

稲
作
作
況
調
査

　

25
日　

第
27
回
総
会

　

農
地
の
売
買
、貸
借
は
農
業
委
員

会
へ
届
出
が
必
要
で
す
。

　

津
南
町
に
は
、東
京
ド
ー
ム
約

７
６
０
個
分（
３
５
５
１
ha
）の
農
地

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
農
地（
田
や

畑
な
ど
）は
、売
買
、貸
借
が
成
立
し

た
場
合
、津
南
町
農
業
委
員
会
へ
届

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

届
出
が
な
い
場
合
、ト
ラ
ブ
ル
が

お
き
て
も
農
地
法
で
は
守
れ
ま
せ
ん
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
に
も
必
ず
農

業
委
員
会
へ
届
出
を
し
て
、お
近
く

の
農
業
委
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

届
出
方
法
に
つ
い
て
は
、お
近
く

の
農
業
委
員
か
津
南
町
農
業
委
員
会

事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。事
務

局
で
手
続
き
等
に
つ
い
て
ご
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
う
え
で
申
請
書
を

お
渡
し
し
ま
す
。

大地に生きる

　平成 26 年 7 月から 1 年半カナダへ
渡航。その間、アルバイト、ボランティ
ア、ファームステイをした後、自転
車でカナダを 85 日、延べ 6,700km の
道のりを横断。その後キューバへ渡
り、17 日延べ 1,400km の道のりを自
転車で横断。
　平成 28 年帰国後、津南町森林組合
森林部に勤務。実家は稲作（1.8ha）
の兼業農家。自分が主体となって祖
父よりアドバイスを受けながら稲作
に取り組んでいます。自分の管理し
た稲が実りにどう影響するのか楽し
みです。

八重沢　徹さん（亀岡）

農
業
委
員
視
察
　
ー
群
馬
県
昭
和
村
・
川
場
村
ー

　

津
南
町
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年

農
業
視
察
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
、

群
馬
県
昭
和
村
・
川
場
村
を
視
察
し

ま
し
た
。

　

初
め
に
視
察
を
し
た
昭
和
村
の
株

式
会
社
ツ
ノ
ダ
フ
ァ
ー
ム
は
家
族
の

他
、
パ
ー
ト
や
外
国
人
な
ど
合
わ
せ

て
約
18
名
で
経
営
し
て
い
ま
す
。
主

な
作
物
は
、
レ
タ
ス
、
小
松
菜
、
ほ

う
れ
ん
草
、
白
菜
な
ど
で
す
。
視
察

で
は
、
出
荷
前
作
業
の
見
学
や
ハ
ウ

ス
、
農
地
の
見
学
を
し
、
外
国
人
労

働
者
の
雇
用
事
情
や
法
人
化
す
る
こ

で
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
川
場
村
の
関
り
ん
ご
農
園

は
、
家
族
と
パ
ー
ト
11
名
で
り
ん
ご
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
な
ど
を
作
付
け
し
て

い
ま
す
。
視
察
で
は
果
樹
園
を
見
学

さ
せ
て
も
ら
い
、
収
穫
・
販
売
時
期

や
川
場
村
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
話

ダメ。違反転用
　農地は、農地として
利用されることが基本
です。農地に住宅を建
てるなど農地以外の利
用をする場合は、転用
の許可申請が必用にな
ります。
　この許可申請をせず
に転用を行うと「違反
転用」となり、場合に
よっては、原状復帰の
指示が出される場合も
あります。ご注意くだ
さい。
　 ま た 農 地 に よ っ て
は、申請から許可まで
時間を要しますので、
期間に余裕をもった申
請をお願いします。
　詳しくは、お近くの
農業委員か、農業委員
会事務局までお問い合
わせください。

■農業委員会事務局
　℡ 765 ‐ 5583

を
聞
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
視
察
を
し
た
株
式
会
社
雪

ほ
た
か
は
雪
ほ
た
か
と
い
う
ブ
ラ
ン

ド
名
で
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
作
付
け
・
販

売
し
て
い
る
会
社
で
す
。ラ
イ
ス
セ
ン

タ
ー
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、会
社

と
し
て
の
経
営
戦
略
、品
質
の
厳
し
い

目
で
の
選
定
、海
外
輸
出
な
ど
に
つ
い

て
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。↑ほうれん草ハウスで説明をする株式会社ツノ

ダファーム社長の角田昌義さん
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ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！

ジ
オ
サ
イ
ト
を

探
検
し
隊
！
メンバー募集中

梅みそ味チキンロール
　毎日暑い日が続いていますが、夏バテしないように

（＾＾）と思い、今号は梅みそ味の料理をお届けします。

●材料（約 4 人分）
　鶏もも肉（大 2 枚）、長ねぎ（1/3 本）、人参（４㎝
くらい４本）、梅干し（大１個くらい）、青じそ（４枚）、
酒（大さじ１）、みそ（大さじ 1 と 1/2）

●作り方（調理時間約 30 分）
①、鶏肉は厚みのある部分に切り込みを入れて平らに

し、酒をふる。
②、梅干しは種を除いてたたき、みそと混ぜる。
③、人参は拍子切りにしてゆでておく。長ねぎは４㎝

くらいの太めの千切りにする。
④、ラップを二重に敷き、①の鶏肉一枚を広げて青じ

そ二枚を並べ、②と③の半量ずつをのせて端から
ラップで巻いていく。耐熱皿に入れ、竹串で 10 か
所くらい刺す。同じものをもう一つ作る。

⑤、④を電子レンジ（600 ｗ）に５分くらいかけ、一
度取り出し、上下を返してまた５分くらい加熱し、
そのまま冷めるまで置く。

⑥、食べやすく切って器に盛る。

●ポイント
　冷めてもおいしいので、お弁当のおかずやお祭りご
ちそうの一品にどうぞ♪

衣・食・住 アドバイザーの
　　アドバイス
アドバイザーの
　　アドバイス

農村地域生活アドバイザー
阿部　和子（美穂）

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

れ
て
い
ま
し
た
が
、こ
う
い
っ
た
文
献
で
記
録
は

あ
る
も
の
の
、そ
の
現
物
が
確
認
さ
れ
ず
、明
治

後
半
の
日
本
民
俗
学
界
に
お
い
て
は「
幻
の
あ
み

衣
」と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、長
ら
く
幻
と
さ
れ
て
い
た
ア
ン
ギ
ン

は
、昭
和
28
年
、小こ

林ば
や
し

存な
が
ろ
う
�に
よ
っ
て
同
じ
秋
山
郷

の
結
東
集
落
で
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
ま
す
。

　

鈴
木
牧
之
が
訪
れ
た
後
、甘
酒
村
は
天て
ん

保ぽ
う

の

飢き

饉き
ん（

１
８
３
３
～
１
８
３
９
）に
お
い
て
住
人
が

餓
死
し
、廃
村
と
な
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

現
在
は
、記
念
碑
と
石
造
物
が
な
ら
び
、近
く

に
は
当
時
の
草
津
街
道
が
残
っ
て
い
て
、村
が
存

在
し
た
こ
と
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

津
南
町
で
発
見
さ
れ
た
ア
ン
ギ
ン
は
、国
の
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、津
南
町
歴
史
民
俗
資

料
館（
船
山
）に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、農

と
縄
文
の
体
験
実
習
館
な
じ
ょ
も
ん
で
は
、ア
ン

ギ
ン
編
み
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
ア
ン
ギ
ン
編
み
体
験
の
お
問
合
せ
は
、な
じ
ょ

も
ん
☎
０
２
５
‐
７
６
５
‐
５
５
１
１
）

　

甘
酒
村
は
、大
赤
沢
集
落
と
小
赤
沢
集
落
と

の
間
、硫い

黄お
う

川が
わ
の
左
岸
に
位
置
し
て
い
ま
し
た
。

　

江
戸
時
代
、鈴
木
牧
之
の『
秋
山
記
行
』に
は

「
越
後
秋
山
郷
」と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
が
、現

在
は
長
野
県
栄
村
で
す
。『
秋
山
記
行
』に
は
、

当
時
は
２
軒
の
家
が
あ
っ
た
こ
と
と
、１
人
の
老

婆
が「
い
ら
く
さ
」か
ら
繊
維
を
と
る
様
子
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。こ
の
繊
維
か
ら
編
み
上
げ
ら
れ

た
も
の
が
ア
ン
ギ
ン
と
い
う
布
で
す
。ア
ン
ギ
ン

の
起
源
は
古
く
、
縄
文
時
代
か
ら
あ
っ
た
と
さ

ジ
オ
サ
イ
ト
№
26

甘あ
ま
ざ
け
む
ら

酒
村
跡

アンギンの服や前掛け、アンギンを編む道具を
見ることができるよ！

記念碑と石造物がならぶ

モ
デ
ル
／
鈴
木
煌
悠
さ
ん（
３
年
）、鈴
木
翠
さ
ん（
４
年
）



戸 籍 の 窓

小林　和貴さん（陣場下）
柳澤　麻衣さん（上越市） ｝

N
ajom

on Inform
ation

●秋季企画展
　「氷河期を生きた狩猟・採集民の世界」
　会期／9月3日㈯～11月13日㈰
　津南段丘を舞台に活動した人

類の歴史は、およそ3万年前まで

さかのぼります。氷河期でもあ

る旧石器時代の資料を、津南町

から出土したものを中心にご覧

いただきます。

●津南シンポジウムⅫ
　「津南段丘の杉久保石器群」
　日時／10月1日㈯13:00～17：00、
　　　　　　　2日㈰　9:00～15:00
　約２万年前、新潟県を中心に杉久保石器群が

展開しました。最新の研究成果と共に、当時の

様相を紐解きます。

　会　場／雪国

　参加費／1泊2日（資料代・会場代・宿泊費・懇親会費）… …… 15,000円

　　　　　日帰り（資料代・会場代）………………………………… 2,000円

　　　　　懇親会費……………………………………………………… 5,000円

　　　　　2日の昼食代…………………………………………………… 1,000円

　申込み締切／ 9…月18日㈰

　お申込み先／津南町教育委員会　文化財班　☎765-2299

●「津南町文化財調査報告」刊行のお知らせ
　第70輯『本ノ木遺跡第一次・二次発掘調査報告書』　価格3,000円

　なじょもんでお買い求めいただけます。

■人口10,143（−5）　男4,926（−4）　女5,217（−1）

■世帯数3,558（2）　■転入／ 19　■転出／ 16　■出生／ 7　■死亡／ 15　■婚姻／ 1８月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

下モ原Ⅰ遺跡と居尻A遺跡の遺跡間接合資料

シンポジウムの様子

分
か
ら
ず
一
歩
引
い
た
場
所

か
ら
撮
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、

場
所
は
公
平
に
ジ
ャ
ン
ケ
ン
と

の
こ
と
。
申
し
訳
な
い
ほ
ど

お
近
く
で
拝
見
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
広
報
マ
ン
で

良
か
っ
た
。ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
っ

て
良
か
っ
た
と
心
底
思
っ
た
瞬

間
で
し
た
。　
　

 

小
島
裕
輔

　

人
生
で
初
め
て
皇
族
が

た
の
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
広
報
紙
へ
の
掲

載
は
、
宮
内
庁
へ
申
請
し
て
、

許
可
を
得
て
い
ま
す
。
同
行

し
た
宮
内
記
者
会
の
カ
メ
ラ

マ
ン
に
混
じ
り
、
右
も
左
も

傳川　美
み

織
おり

（新潟市） 雅和さん
 淑枝さん

八重沢　怜
れい

（上郷逆巻） 知久さん
 由紀さん

蒲原　善
ぜん

二
じ

郎
ろう

（谷内ファームハイツ）
 礼二郎さん
 茉莉さん

米澤　花
か ほ

帆（陣場下） 晃司さん
 真結さん

桑原　瀬
せ な

那（豊郷） 洋貴さん
 未来さん

金子　藤江さん	 （81歳・相吉）

福原　カヌイさん	（96歳・大割野）

藤ノ木　君枝さん	（84歳・正面）

桑原　喬さん	 （80歳・船山）

石沢　政治さん	 （62歳・羽倉）

宮澤　定重さん	 （87歳・卯之木）

河田　 德さん	 （79歳・亀岡）

島田　美福さん	 （63歳・宮野原）

宮沢　トミ子さん	（71歳・卯之木）
９月 【なじょもん☎ 765-5511】

日 時 プログラム 金額 対 象

3日㈯ 13:30〜15:30 鹿角の釣り針アクセサリー 800 高学年から

4日㈰ 13:30〜15:30 縄文ナイトライト 1,000 高学年から

10日㈯ 10:00〜12:00 草花あそび 300 低学年から

11日㈰ 13:30〜15:30 カラムシの糸撚り 1,000 中学年から

17日㈯ 13:30〜15:30 勾玉づくり 500 低学年から

18日㈰

10:00〜12:00 火おこしと弓矢づくり 500 低学年から

10:00〜12:00 アンギン編み初級編 1,000 中学年から

13:30〜15:30 草木染め 500 低学年から

10:00〜15:30 勾玉づくり 500 低学年から

19日㈪
10:00〜12:00 投槍器を使ってみよう 300 中学年から

13:30〜15:30 勾玉づくり 500 低学年から

22日㈭
10:00〜15:30 縄文まるごと一日体験 1,500 低学年から

13:30〜15:30 勾玉づくり 500 低学年から

24日㈯ 9:00〜11:00 身近な薬草 300 低学年から

25日㈰ 9:00〜11:00 雑穀の収穫 無料 低学年から

※友の会の皆さんは半額です。

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります
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■
編
集
／
総
務
課
総
務
班

この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真  

朝
日
が
昇
る
前
の
ひ
ま
わ
り
広

場
で
出
会
っ
た
、い
い
表
情
を
し
た
１
本
の
ひ
ま

わ
り
。今
年
は
ひ
ま
わ
り
の
背
が
高
く
、手
を
プ

ル
プ
ル
さ
せ
な
が
ら
、背
伸
び
し
て
撮
り
ま
し
た
。


